
 

 
図表 房総横断鉄道 トコトコきっぷ

 

（出所）いすみ鉄道 社長ブログ
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市町村別分析

県内 市町村ごとに、人口ビジョン、総合戦略、交付金、および、社会指標等の各

種統計データを使用した市町村別分析結果についてまとめた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○地域別
地域 市町村 ページ 地域 市町村 ページ 地域 市町村 ページ

千葉市 成田市 銚子市

市川市 佐倉市 館山市

船橋市 四街道市 旭市

習志野市 八街市 勝浦市

八千代市 印西市 鴨川市

鎌ケ谷市 白井市 南房総市

浦安市 富里市 匝瑳市

木更津市 山武市 香取市

茂原市 酒々井町 いすみ市

東金市 栄町 東庄町

市原市 神崎町 九十九里町

君津市 多古町 一宮町

富津市 芝山町 睦沢町

袖ケ浦市 横芝光町 長生村

大網白里市 松戸市 白子町

長柄町 野田市 大多喜町

長南町 柏市 御宿町

流山市 鋸南町

我孫子市

○50音順
市町村 ページ 市町村 ページ 市町村 ページ

あ 旭市 鋸南町 と 東金市

我孫子市 く 九十九里町 東庄町

い いすみ市 こ 神崎町 富里市

市川市 さ 栄町 な 長柄町

一宮町 佐倉市 流山市

市原市 山武市 習志野市

印西市 し 酒々井町 成田市

う 浦安市 芝山町 の 野田市

お 大網白里市 白子町 ふ 富津市

大多喜町 白井市 船橋市

御宿町 そ 匝瑳市 ま 松戸市

か 柏市 袖ケ浦市 み 南房総市

勝浦市 た 多古町 む 睦沢町

香取市 館山市 も 茂原市

鎌ケ谷市 ち 千葉市 や 八街市

鴨川市 銚子市 八千代市

き 木更津市 長生村 よ 横芝光町

君津市 長南町 四街道市

索　 引

東
京
湾
岸
地
域

成
田
空
港
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地
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・
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九
里
・
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房
総
地
域
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沿
線
地
域
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磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
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市町村別分析

県内 市町村ごとに、人口ビジョン、総合戦略、交付金、および、社会指標等の各

種統計データを使用した市町村別分析結果についてまとめた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○地域別
地域 市町村 ページ 地域 市町村 ページ 地域 市町村 ページ

千葉市 成田市 銚子市

市川市 佐倉市 館山市

船橋市 四街道市 旭市

習志野市 八街市 勝浦市

八千代市 印西市 鴨川市

鎌ケ谷市 白井市 南房総市

浦安市 富里市 匝瑳市

木更津市 山武市 香取市

茂原市 酒々井町 いすみ市

東金市 栄町 東庄町

市原市 神崎町 九十九里町

君津市 多古町 一宮町

富津市 芝山町 睦沢町

袖ケ浦市 横芝光町 長生村

大網白里市 松戸市 白子町

長柄町 野田市 大多喜町

長南町 柏市 御宿町

流山市 鋸南町

我孫子市

○50音順
市町村 ページ 市町村 ページ 市町村 ページ

あ 旭市 鋸南町 と 東金市

我孫子市 く 九十九里町 東庄町

い いすみ市 こ 神崎町 富里市

市川市 さ 栄町 な 長柄町

一宮町 佐倉市 流山市

市原市 山武市 習志野市

印西市 し 酒々井町 成田市

う 浦安市 芝山町 の 野田市

お 大網白里市 白子町 ふ 富津市

大多喜町 白井市 船橋市

御宿町 そ 匝瑳市 ま 松戸市

か 柏市 袖ケ浦市 み 南房総市

勝浦市 た 多古町 む 睦沢町

香取市 館山市 も 茂原市

鎌ケ谷市 ち 千葉市 や 八街市

鴨川市 銚子市 八千代市

き 木更津市 長生村 よ 横芝光町

君津市 長南町 四街道市

索　 引

東
京
湾
岸
地
域

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛
地
域

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総
地
域

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道

沿
線
地
域

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線
地
域

 ①千葉市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

（１）東京湾岸地域

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

②交付金 （交付予定額：千円）

都市資源を活用し、ひととひととがつながるまちづくり

千葉市を知り、そして好きになる仕組みづくり

加速化

東京オリンピック・パラリンピックに向けた多様性対応等「レガシー」整備事業　～東京2020大会を契機にした共生社会の実現～

千葉地域産品販路拡大調査実証事業　～千葉商圏での地産地消流通モデルの構築とブランド化推進～

東京湾海辺振興事業　～東京湾ツーリズム旅客船運航実証実験事業を軸として～　〔広域連携〕

未来へと引き継がれる「オリンピック・パラリンピック・レガシー」の創出

加速化

加速化

上乗せ 訪日外国人客おもてなし環境整備支援・利用促進事業

市民全員参加のまちづくり

出産・子育ての希望をかなえ、若い魅力にあふれたまちづくり

都市の活力を支える産業の振興と人材の育成

高齢者が心豊かに暮らせるまちづくり

「時間を返す」市民サービスの実現

有形・無形の「レガシー」の、未来への承継

パラリンピックを通じた共生社会の実現

健康づくりの推進による健康寿命の延伸

アクティブシニアの活躍推進

都市のコンパクト化により活力を生み出す地域空間の形成

ネットワーク化の促進による、地域の拠点づくり

都市アイデンティティの確立

重 点 戦 略 施　　策

「競争」から「共創」の地域連携へ

企業立地の一層の促進と、競争力のある産業集積の形成

市民生活を支える持続性の高い地域経済の構築

自立した”ちば”共創都市圏で、わたしたちが果たす役割の追求

「技術」と「産業」と「資金」をつなぐ仕組み

幕張新都心の競争力の向上

MICEの誘致・観光プロモーションによる世界の観光需要の取り込み

地域経済を支える人材の育成

妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援

充実した教育・保育の提供

ダイバーシティ(多様性)と男女共同参画の推進

若さにあふれた活気あるまちづくり

地域包括ケアシステムの構築・強化

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

千葉市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

千葉市

 

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 36
社人研推計 ▲ 89

▲ 8差異　（a-b）

実績←→ 推計

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

968 931

962
976

886

800

840

880

920

960

1,000

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ②市川市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

（１）東京湾岸地域

① ひと × まち

ひ と

市川市

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① いちかわで仕事をはじめる　（産業）

② いちかわで結婚をはじめる　（結婚）

③ いちかわで子育てをはじめる　（妊娠・出産・子育て）

④ いちかわで学びをはじめる　（教育）

① 元気にくらせる地域がある　（地域支援）

② 元気にくらせる家族がいる　（多世代支援）

③ 元気にくらせる支援がある　（医療・介護）

① まちの魅力をつくる　（景観・文化）

② まちの魅力を発信する　（シティセールス・観光）

②交付金

なし

基 本 目 標 施 策 の 方 向

家族をはじめるまち・いちかわ

元気にくらせるまち・いちかわ

選ばれる魅力あるまち・いちかわ

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

市川市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 35
社人研推計 ▲ 73
差異　（a-b）

実績←→ 推計

474

439

474

470

396

340

380

420

460

500

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ③船橋市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

（１）東京湾岸地域

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

④

⑤

①

②

①

②

③

①

②

③

④

⑤

②交付金 （交付予定額：千円）

加速化 東京湾海辺振興事業　～東京湾ツーリズム旅客船運航実証実験事業を軸として～　〔広域連携〕

時代に合った魅力あるまちづくり

船橋に愛着・誇りを持つ取組みの推進

働きたい「しごと」があるまち・船橋　【しごとの創生】

行ってみたい魅力があふれるまち・船橋　【魅力の創生】

結婚・出産・子育ての希望がかなうまち・船橋　【ひとの創生】

いつまでも住み続けたい安心・安全なまち・船橋　【まちの創生】

農水産業の活性化

基 本 目 標 施　策

起業・創業の支援

企業の成長支援

企業誘致の促進

安全に安心して子育て出来る環境づくり

地域の実情に即した対策の推進

進行する高齢化への対応

市民が安全に安心して暮らせる環境づくり

産業横断的な取組みの推進

船橋に行ってみたいと思う魅力の情報発信

船橋に行ってみたいと思う魅力の創出

独身者の結婚の希望がかなう環境づくり

夫婦が希望どおり子供を持てる環境づくり

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

船橋市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

船橋市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 55
差異　（a-b）

実績←→ 推計

624

643

609

616

562

500

540

580

620

660

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち

※パターン④
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 ④習志野市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

（１）東京湾岸地域

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

④

⑤

⑥

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

①

②

③

④

⑤

⑥

①

②

③

④

②交付金 （交付予定額：千円）

子ども世代が親元近くに住みたくなる支援の強化

安心して産み育てること、未来をひらく教育を
受けることができるまちづくり

習志野市公共施設再生計画（地域の未来プロジェクト）加速化

未来に対応する地域をつくり、支えあい・つな
がりで安心なくらしを守るまちづくり

魅力あるくらしのできる習志野へ“新しいひと
の流れ”をつくるまちづくり

子ども・子育て支援環境・支援策の充実

地域で子育てを支援する取組の促進

教育環境の再整備の推進及び質の高い公教育の充実

働き方改革の啓発及び推進

結婚を望む若者が希望どおりに結婚し、子どもを持てるよう若い世代の経済的安定を図る

“ふるさと習志野”意識の醸成によるいきいきとした地域社会、自助・共助意識の向上に基づく安心で安全な
地域社会それぞの運営・維持と、中心的役割を担う人材育成の推進

他自治体との連携施策の推進

美しい街並みや保全された自然環境のある地域づくり

交流人口を増やすまちづくり観光の推進

地域活性化へ貢献する、高付加価値な創業・起業に向けた環境支援

若者がいきいきと働ける場の創出

地域に根差した産業の育成

高齢化の進展により予測される医療・介護需要の急激な伸長を想定した地域支援事業の充実など、地域包
括ケアシステム構築の推進

中小企業の活性化

しごとをつくり、“働きたい”をかなえるまちづくり

基 本 的 方 向

地域交流の拠点である商店街における地域と連携した活力と魅力の創出

都市型農業の推進

将来の人口減少、高齢化の進展を踏まえた多世代交流・多機能型拠点の形成や、既存ストックマネジメント
の強化の推進

地域資源を最大限に活かした“習志野”のブランド化

基 本 目 標

若者や子育て世代のニーズに応え、多様な住み方が可能な魅力ある住まいの拡充を促す仕組みづくり

住環境の良さや子育て・教育における先進都市づくりに係る発信力の強化

市と大学が地域問題の解決に向けて協働することによる地域の成長力の向上

立地・隣接３大学の学生の市への興味・愛着を持つ機会を増やし、若者の定着・定住を促進

妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援の推進

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

習志野市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

習志野市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 11
差異　（a-b）

実績←→ 推計

164165

167

156

140

150

160

170

180

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑤八千代市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

（１）東京湾岸地域

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

194

195
190

195

189

140

160

180

200

220

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

八千代市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

八千代市

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 6

▲ 0差異　（a-b）

実績←→ 推計

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

Ⅰ Ⅰ 若い世代応援プロジェクト ①

②

③

Ⅱ 魅力創出プロジェクト ①

②

③

④

⑤

⑥

Ⅱ Ⅲ しごと応援プロジェクト ①

②

③

Ⅳ 環境整備プロジェクト ①

②

③

②交付金 （交付予定額：千円）

施策の方向性

働く方を応援します

働くお父さん・お母さんを応援します

自然環境に配慮した取組みを行います

戦略 プロジェクト

結婚を応援します

出産を応援します

子育てを応援します

存在する資源等をアピールします

イメージアップ PR事業を展開します

新市街地整備を促進します

市街地の活性化及び団地再生を促進します

自然体験・野外体験の学習の場を提供します

文化芸術活動・学習活動の支援や国際化社会に対応した教育を推進します

～子どもを起点とする施策強化と 、市制
50周年を契機とした活性化～

～仕事と子育ての両立に向けた環境整
備と住み続けたいと思えるまちへ～

八千代台地域活性化人づくりまちづくり事業

（仮称）一般社団法人　八千代市観光案内・賑わいセンター設立事業

加速化

加速化

高齢者・障害者支援の取組みを行います

市内の企業等を応援します

安心・安全な環境を整備します

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑥鎌ケ谷市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

（１）東京湾岸地域

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

④

⑤

⑥

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

②交付金 （交付予定額：千円）

「文化の香り」のあるまちづくり

「生涯スポーツ都市宣言」としてスポーツ環境等が充実したまちづくり

鎌ケ谷市の様々な魅力を発信したまちづくり

安心して子育てできる環境づくり

若い世代の経済基盤の確保と子育てに係る経済的負担の軽減

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちづくり

働きたいという希望をかなえるまちづくり

あらゆる世代の誰もが安心して暮らすことのできる、支え合いつながり合う地域づくり

ふるさと名物商品推進事業加速化

農業を主とした地域産業の強化等

妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援等

教育環境の充実及び児童生徒の健康と安全の確保

鎌ケ谷市の特性に応じた企業立地の促進

新たな雇用の創出及び場の整備

女性や高齢者、障がい者の就労支援

生涯を通じて健康で生き生きと暮らせる地域づくり

地域コミュニティの強化と人材の育成

快適で暮らしやすいまちづくり

安全に暮らせる地域づくり

基 本 目 標 施策の基本的方向

新たな「都市の魅力」を高めるまちづくり

誰もが訪れたくなる観光地づくり

「緑の都市宣言」として緑豊かなまちづくり

人々が交流・定着する、魅力あふれるまちづくり

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

鎌ケ谷市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

鎌ケ谷市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 7

▲ 2差異　（a-b）

実績←→ 推計

109

110
108

111

104

90

100

110

120

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑦浦安市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

（１）東京湾岸地域

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

浦安市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

浦安市

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計

差異　（a-b）

実績←→ 推計

172

165

158
161

140

150

160

170

180

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

① 出会い・結婚・妊娠・出産から子育てにわたる切れ目のない支援の充実強化

② 妊娠・出産に対する支援

③ 多子世帯やひとり親世帯に対する経済的負担軽減や生活支援

④ 保育サービスの充実や、放課後児童の居場所づくりをはじめとする子育てと仕事の両立支援

⑤ 子どもたちが、将来に夢と希望を持って成長できる環境づくり

① 多様な主体との連携強化・交流促進によるまちの活性化

② 良質な住宅ストックの形成と、多様な住まい方ニーズへの対応

③ 都市型観光の基盤づくり

④ 交通ネットワークの整備・充実

⑤ まちの魅力創出と効果的な発信

① 高齢社会に対応した健康寿命の延伸

② 医療介護サービスの地域拠点施設整備及び地域包括ケアシステムの早期構築

③ 世代や地域を超えた多様なコミュニティづくり

④ 総合的な災害対策と犯罪や災害に強い地域コミュニティづくりの推進

②交付金

なし

基 本 目 標 施　　策

結婚・妊娠・出産・子育ての希望がかなう

新しい人の流れがにぎわいを生む

心豊かに安心して住み続けられる

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち

※将来展望③
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 ①木更津市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① 結婚・出産・子育ての切れ目のない支援

② 働きながら産み育てやすい環境づくり

③ 「木更津っ子」を育む教育の充実

④ 若い世代の経済的安定の確保

① 農林水産業の成長産業化への支援

② 産業・創業及び地域産業の持続的成長に対する支援

③ 企業誘致の推進

④ 観光産業の競争力強化

⑤ 安定した雇用の確保

① 多様なライフスタイルがかなう定住の促進

② 木更津の様々な魅力の情報発信の強化

③ 東京オリンピック・パラリンピックを活かした交流人口の取込み

① 市民力・地域力による自立した地域づくり

② 快適で暮らしやすいコンパクトなまちの形成

③ 生物多様性を育む自然との共生

④ 生涯を通じて健康で生き生きと暮らせる地域づくり

⑤ ふるさと木更津づくり

⑥ 地域の支えあいで安心に暮らせる地域づくり

⑦ 多様な主体との連携推進

②交付金 （交付予定額：千円）

上乗せ 地方創生施策による人口流入後に求められる先行モデル　子育て世代女性へのＩＣＴを活用した人口増加継続事業

市民力・地域力を高め、持続可能な自立するまちを構築する

加速化

加速化

都心に近接する自然を活かした新たなローカル・ブランディング事業　～木更津オーガニックシティー戦略～

みなとまち木更津発　房総新マーケット創生プロジェクト　～地域資源の活用・連携による地域活性化～

基 本 目 標 基本的方向

地域一体となって、未来を担う「木更津っ子」を育む

多様な地域資源の循環によって、地域経済を活性化させる

自然との共生をかなえる、アクアラインを活かした移住・交流を促進する

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

木更津市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

木更津市

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 24
差異　（a-b）

実績←→ 推計

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

133

145

129

127

104

60

100

140

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

（２）アクアライン・圏央道沿線地域

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ②茂原市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

茂原市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

茂原市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 7
社人研推計 ▲ 19
差異　（a-b）

実績←→ 推計

92
85

93

91

73

40

60

80

100

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

①

②

①

②

①

②

①

②

③

②交付金 （交付予定額：千円）

市民の活力と賑わいにあふれるまち

地域力が暮らしを支えるまち

基 本 目 標

産業が力強く成長するまち

結婚・妊娠・出産・子育てを応援するまち

基 本 的 方 向

成長産業の立地促進

市内産業の競争力強化

結婚・出産の希望に応える支援の充実

安心して子育てできる環境づくり

生活基盤の安定による移住・定住の促進

まちの魅力を活かした賑わいづくり

市民が主体的に取り組む住みよいまちづくり

安心・安全に暮らせるまちづくり

推進① 地域ぐるみの産業活性化事業

地域をつなぐ交通網の形成と利便性の向上

上乗せ 民間企業の参入による有害鳥獣駆除事業

加速化② 地域で創る子育て世代に選ばれるまちづくり

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（２）アクアライン・圏央道沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ③東金市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

②交付金 （交付予定額：千円）

みらいづくり for NEXT GENERATION

～子育てのしやすい環境を整える～

ともに生活する地域がひとつになり、水準を落とさずに効率的に運営する。

便利で快適、安心・安全な暮らしを確保する地域のつながりと絆を深める。

市と市民が協働で安心して住み続けられるまちをつくる。

快適な住まいの場を提供し、新たな定住者を迎え入れる。

豊かな地域資源の活用や新技術の導入により、時代が求める産業を地域から生み出す。

人の流れを促し雇用を創出する新たな産業の導入・育成を図る。

多様な選択肢が可能となるよう生活と仕事の両立に向けた取組みを進める。

ニーズが高い健康・福祉部門を充実させながら雇用を創出する。

しごとづくり for JOB CREATION

～地域に雇用を創出し、働きやすい環境を整える～

きずなづくり for FRIENDSHIP

安全面や経済面から子育て世帯を支援する。

出会いから子育てまで切れ目無く支援する。

教育・保育の現場と地域・家庭が一体となって子どもを育てる。

働きながら生み育てやすい環境をつくる育てやすい環境をつくる。

交通機能を使いやすく改善し、安全で便利なまちにする。

基 本 目 標 基 本 施 策

学園のまちの特色を活かし、市民と大学等教育機関が連携し、まちを活性化する。

首都圏の近郊に位置する便利な立地特性を活かし、人が訪れたくなるような魅力をPRする。

地域の魅力を高め、地域力を底上げして、まちを明るく元気にする。

げんきづくり for VITALIZATION

～魅力あるまちをPRし人を呼び込む～

九十九里地域観光復活化事業　〔広域連携〕加速化

まちづくり for COMFORTABLE CITY

～住みやすいまちをつくる～ 市民や来訪者など多様な人が集まる拠点や魅力スポットをつくる。

～地域間の連携を目指して～

上乗せ ワークライフバランス推進事業

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

東金市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

東金市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 13
差異　（a-b）

実績←→ 推計

60

55

62

60

48

30

40

50

60

70

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（２）アクアライン・圏央道沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ④市原市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③ 国際大会を契機としたレガシーの創出

④

⑤

②交付金 （交付予定額：千円）

ICTの利活用推進

好循環を推進する、施策横断の取組 JR駅周辺等の拠点の活性化と交通ネットワークの強化

いちはらの活力・魅力・価値発信

多様な主体との連携

上乗せ 房総横断鉄道活性化連携事業

推進① 世界に一番近い「ＳＡＴOYAMA」プロジェクト　〔広域連携〕

推進① 市原市の暮らしを彩る地域産業創出・人材育成プロジェクト

推進① ＩＣＴ活用による産地再生と高品質農産物生産プロジェクト

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕

～観光でつなぐ～「里山しごとづくりプロジェクト」　〔広域連携〕

加速化

加速化

加速化

～いちはらのおいしい野菜を世界の食卓へ～　ICTとエコで拓く里山型農業タウンプロジェクト

市内産業の特性に応じたキャリア教育の推進

あらゆる世代の多様な活躍の推進

子どもたちの未来へつなぐ確かな教育の推進と文化の振興

地域資源を活かした観光振興

賑わいを醸成するビジネス機会の創出

広域連携による国内外との交流の拡大

いちはらポイント制度による健康や支えあいの推進

歴史・文化・スポーツの振興

市民力を発揮する地域活動の推進

若者の雇用機会の創出

看護・介護人材の育成

未来を担う子どもたちの学力向上推進

多様な人材の活躍推進

いちはら版ネウボラで切れ目のない支援

女性の活躍推進

基 本 目 標 施　　策

臨海部コンビナートの競争力強化

産業支援センターによる中小企業支援と起業・創業支援

インターチェンジ周辺地域への産業誘導

次世代農業の推進

新たな価値を創出する先進的な産業の振興

新たな魅力を生み出す賑わいと交流の拡大

若者・女性の希望を叶える支援の推進

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

市原市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

市原市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 34
社人研推計 ▲ 52
差異　（a-b）

実績←→ 推計

280

246

280

277

225

180

220

260

300

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（２）アクアライン・圏央道沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑤君津市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

君津市

①総合戦略

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

④

②交付金 （交付予定額：千円）

～観光でつなぐ～「里山しごとづくりプロジェクト」　〔広域連携〕

加速化

加速化

推進① 世界に一番近い「ＳＡＴOYAMA」プロジェクト　〔広域連携〕

人材確保、雇用対策

移住の推進

交流人口の増加

地方還流を促す仕組みの構築

時代にあった資産の管理と有効活用

新たなひとの流れを創出し、地域内へのひとの流れを促進させる。

地域が一体となり、安心して出産・子育てできる環境を整える。

地域ごとに、持続性を担保しつつ活力ある地域を維持するため、市内の人口動態を
明らかにし、時代に適合した新たなまちづくりをすすめる。

きみつ食の彩りプロジェクト　カラー工房（酵母）

基 本 目 標 取 組 事 項

創業支援施策の強化

産業競争力の強化

地域コミュニティの活性化

結婚をしやすい環境づくり

妊娠・出産にかかるサポート体制の強化

安心して子育てできる環境の整備

都市機能の誘導と持続可能で利便性の高い地域公共交通網の整備

安全・安心な暮らしの確保

地域内経済を活性化させることで、安定した雇用を創出する。

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

君津市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 9
社人研推計 ▲ 21
差異　（a-b）

実績←→ 推計

87

78

89

87

66

40

60

80

100

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（２）アクアライン・圏央道沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑥富津市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

富津市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と 富津市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 11
社人研推計 ▲ 15

▲ 0差異　（a-b）

実績←→ 推計

45

34

48

45

31

20

30

40

50

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

①

②

③

②交付金 （交付予定額：千円）

出産、子育てしやすい環境の整備

のびのび学ぶ教育環境の整備

住環境の整備

移住者受け入れの環境整備

生活環境の保全

基 本 目 標 基本的な施策の方向

出会いの場を創出し、結婚の希望をかなえる子どもの笑顔があふれるまちへ

自分のくらす地域を好きになる

くらしやすく、移住しやすい環境づくり

地域への愛着が育つ

自慢できる地域力の構築

高齢者や障がい者が地域で元気に暮らす

地域ぐるみの防災、防犯体制の促進

交通利便性を高める

市の産業、仕事を創る

富津市観光・しごと・移住推進プロジェクト　-East Coast of Tokyo Bay-加速化

地場産業の振興

観光の振興

雇用の創出

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（２）アクアライン・圏央道沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑦袖ケ浦市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

袖ケ浦市

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

袖ケ浦市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 1
社人研推計 ▲ 7
差異　（a-b）

実績←→ 推計

61 60
60

61

53

40

50

60

70

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

①

②

③

①

②

③

①

②

①

②

③

④

①

②交付金 （交付予定額：千円）

活き活きと働くことができるまち 袖ケ浦

産業間連携促進事業加速化

防災力が高く、犯罪のない安全な地域づくり

基 本 目 標 基 本 的 方 向

結婚・出産の支援

子育て支援体制の充実

学校教育の充実

基盤産業である工業の持続的な振興

未来を切り拓く力強い農業の実現

就労支援による「働く場」の創出

人を惹きつける魅力ある観光・商業の推進

交通アクセス性の高さの活用による定住促進

結婚・出産・子育ての希望がかなうまち 袖ケ浦

健康で元気に暮らせる保健・福祉環境の整備

生涯を通じて学び、活動できる場や機会の充実

地域連携の促進

市内外への「袖ヶ浦」の発信強化地域資源を活用した効果的かつ継続的なシティプロモーションの展開

住む人も訪れる人も満足できるまち 袖ケ浦

地域がつながり、安心して暮らせるまち 袖ケ浦

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（２）アクアライン・圏央道沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑧大網白里市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① 新たな雇用の場を創出するための基盤整備の推進

② 地域産業活性化の推進

③ 就農・就業の推進

① 都市機能の充実

② 大網白里市の魅力発信（シティプロモーション）

① 産婦人科や小児科などの医療体制の充実

② 子育て支援

③ 教育環境等の整備

① 健康でいきがいのあるまちづくりの推進

② 安全で安心なまちづくりの推進

① 協働によるまちづくりの推進

② 効率的な行財政運営

②交付金 （交付予定額：千円）

大網駅周辺地区活性化促進事業加速化

推進① パブリック・プライベート・パートナーシップ（ＰＰＰ）による手法を活用した出産・子育て楽楽まちづくりプロジェクト

基 本 目 標 施　　策

仕事をつくり、安心して働ける場所をつくる

子どもからお年寄りまですべての世代が安全で安心なくらしができる地域をつくる

協働によるまちづくり、効率的な行財政運営により推進力を高める

にぎわいと活力にあふれた新しいひとの流れをつくる

若い世代が住みたくなる出産・子育て・教育環境を実現する

41
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50 42

20

30

40

50

60

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

大網白里市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

大網白里市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

－ －

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 8

▲ 0差異　（a-b）

実績←→ 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（２）アクアライン・圏央道沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑨長柄町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。

ひ
　
と

ま
　
ち

し
ご
と

8
7

8

8

5

0

5

10

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

長柄町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 1
社人研推計 ▲ 2
差異　（a-b）

実績←→ 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

①

②

①

②

①

②

①

②

②交付金 （交付予定額：千円）

移住・定住促進プロジェクト

結婚・妊娠・出産応援プロジェクト

いきいき・ながら　～若者就業のまち～

にぎわい・ながら　～集い、定住するまち～

ときめき・ながら　～ライフスタイルの希望をかなえるまち～

基 本 目 標 戦略プロジェクト

農林業活性化プロジェクト

雇用機会拡大プロジェクト

にぎわい創出プロジェクト

わくわく・ながら　～安心・快適で魅力あるまち～

生涯活躍のまち推進事業加速化

子育て支援充実プロジェクト

ながら生活応援プロジェクト

スポーツ・交流活動振興プロジェクト

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

長柄町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（２）アクアライン・圏央道沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑩長南町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

②交付金 （交付予定額：千円）

～確かな暮らしを実現する安心・安全な長南づくり～

「（仮称）渡邉辰五郎記念館」を拠点として創出する新たな町の魅力「和裁のまち・Kimonoタウン長南」事業加速化

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

～子育て世代に選ばれ、次世代教育を担う長南づくり～

時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する

土地利用の担保施策の充実

安心した生活を支える道路の整備

社会教育施設整備

跡地有効活用による基盤整備

有害鳥獣対策　有害鳥獣による農作物の被害防止

防災・防犯体制の強化

食育の推進を図りながら安全・安心な給食の提供

子ども・子育て支援の充実

エネルギー開発普及の推進

町民の健康増進

定住環境向上への取り組み

自助・共助による地域コミュニティづくり

結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

環境資源の活用と保全

次代を担う子どもへの教育の充実

基 本 目 標 基 本 的 方 向

交流人口の増加

長南町への移住・定住の促進

町の活性化

地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする

～農業振興・産業振興による活発で活力ある長南づくり～

地方への新しいひとの流れを創る

～自然環境と資源を活用した魅力あふれる長南づくり～

農業振興　農業経営の規模拡大に伴う支援

地場産業の競争力強化

観光産業の振興

8
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5

0

5

10

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

長南町

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

長南町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 3
差異　（a-b）

実績←→ 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（２）アクアライン・圏央道沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ①成田市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

成田市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

成田市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計

▲ 1差異　（a-b）

実績←→ 推計

133

137

129
133 135

100

120

140

160

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

①

②

③

④

①

②

インバウンドの拡大

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

②交付金 （交付予定額：千円）

出産や子育ての希望や理想がかなうまち

基 本 目 標 施　　策

担い手の確保・育成と農地の集約化による有効活用

市の魅力向上による市民の定住促進

２大地域資源を核とした観光産業の振興

働く場の確保による市外からの人材誘致

生き生きと長く働くことができるまち

住む人が誇れる、訪れる人が笑顔になるまち

妊娠・出産を後押しする支援制度の確立

総合的な医療と介護環境の整備・充実

地域間を結ぶ公共交通ネットワークの最適化

国際性豊かで国際交流が盛んなまちづくり

安全で安心に暮らせるまちづくり

子どもの居場所・体験機会の提供

地域と地域がつながり、誰もが安心して暮らせるまち

ICTの活用とLCC就航地との連携によるインバウンド誘致促進事業加速化

日本人観光客数の維持・拡大

空港を活用した基幹産業の育成と産業集積の推進

にぎわいの創出と地域経済の活性化

未来を切り拓く力強い農業の実現

雇用・就業支援による「働く場の創出」

移住・定住の促進

農業の基盤及び競争力の強化

企業と人の効果的なマッチングによる雇用促進

誰もが働きやすいダイバーシティ社会の実現

上乗せ 成田空港圏観光振興連携事業　〔広域連携〕

広域連携による地域経済の活性化

幼児期の教育・保育の充実

地域子育て支援サービスの充実とPRの強化

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ②佐倉市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

163
172

171

138

80

120

160

200

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

①総合戦略

① 企業誘致の推進 ②

③ 起業の促進 ④

⑤ 6次産業化の取組みの推進 ⑥

⑦ 担い手の育成支援

① シティプロモーションの推進 ②

③ 歴史文化遺産を活かした来訪者の増加 ④

⑤ スポーツを活用した活性化の推進 ⑥

⑦ 地域毎の課題に応じた住宅施策の実施 ⑧

① 若い世代の経済的安定と結婚支援 ②

③ 保育園待機児童の解消 ④

⑤ 地域の特色を活かした教育の推進

①
高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できる
体制整備

②

③ 地域のまちづくり・コミュニティ活動の環境整備 ④

⑤ 地域にあった交通手段の確保 ⑥

⑦ 災害に備えた体制整備・支援 ⑧

⑨ 市南部地域対策の推進

②交付金 （交付予定額：千円）

「健康のまち佐倉」の推進

市民の学習・文化活動の支援推進

鉄道駅周辺の都市機能に関する検討

佐倉の魅力を発信し、新しい「ひと」の流れをつく
ります

観光客誘致のための取組みの実施

都市と農村の交流促進

基 本 目 標 基 本 的 方 向

既存企業の新たな展開の促進

市内雇用拡大・就業支援

農業経営の安定強化

産業経済の活性化を図り、佐倉に安定した「し
ごと」をつくります

起業支援施策等ワンストップ化推進事業

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕

加速化

加速化

転入促進や転出抑制につながる住宅施策の実施

良好な景観の地域づくりの推進

出産や子育てに対する支援

安心して子育てできる地域づくり

若い世代の結婚・出産・子育ての希望を叶えま
す

農業の多面的機能の維持保全活動の推進

将来にわたって住み続けたいと思える「まち」を
つくります

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

佐倉市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

佐倉市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 33
差異　（a-b）

実績←→ 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ③四街道市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

①

②

①

②

①

②

③

②交付金 （交付予定額：千円）

推進① 観光支援事業

“幸せささえる”まちづくり　～安心で快適な暮らしを守る～

いんばの玄関口“四街道”交流移住コンシェルジュ事業加速化

上乗せ 観光支援事業

住んで、いきいき！と思えるまちをめざして

住んで、快適！と思えるまちをめざして

住んで、よかった！と思えるまちをめざして

それぞれの能力が発揮できる！と思えるまちをめざして

ともに分かち合いたい！と思えるまちをめざして

それぞれの働きたいがかなう！と思えるまちをめざして“賑わいあふれる”まちづくり　～地域における安定した雇用を確保する～

基 本 目 標 施策の基本的方向

きて、みて、暮らしたい！と思えるまちをめざして“選ばれる”まちづくり　～四街道市への人の流れを創る～

“未来につなぐ”まちづくり　～結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

きて、みて、楽しい！と思えるまちをめざして

ともに歩みたい！と思えるまちをめざして

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

四街道市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

四街道市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 13
差異　（a-b）

実績←→ 推計

8687

87

74

60

70

80

90

100

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ④八街市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

④

①

②

①

②

①

②

③

④

⑤

⑥

②交付金 （交付予定額：千円）

上乗せ 八街市農業体験インターンシップ事業

加速化② やちまた農業振興強化・グリーンツーリズム創出による地域活性化事業

地域連携の強化

施 　策

地域産業の競争力強化

新産業の創出

人材育成・雇用マッチング推進

女性の雇用促進

観光交流の促進

転入・移住の促進

妊娠・出産・子育てにかかる環境充実

教育環境の充実

市街地の再生

既存ストックマネジメント強化

各地域特性に応じた機能・サービス

地域コミュニティの強化

安全安心なくらしを守る

新しい人の流れをつくる

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

安全・安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

基 本 目 標

安定した雇用を創出する

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と 八街市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

八街市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 16
社人研推計 ▲ 18
差異　（a-b）

実績←→ 推計

73

58

73

71

53

30

40

50

60

70

80

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ⑤印西市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① 既存の産業の維持・発展

② 農業の活性化

③ 立地を活かした新規企業の誘導

④ 創業・新分野進出への支援

⑤ 求人・求職のニーズに応じた就労支援

① シティセールスによる定住人口・交流人口の増加

② 市民の成長に沿った定住の促進

① 安心して結婚・出産できる環境づくり

② 妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

① 快適に暮らせる生活環境づくり(公共交通、インフラの維持管理等）

② 安全・安心な生活環境づくり

②交付金

なし

将来に渡って安全・安心に市民生活を送ることができる枠組みを構築する

域外からの移住・域内での定住の促進と将来の人口減を補う交流人口の増加

若い世代への支援を充実させ、将来に渡ってバランスのとれた人口構成を維持する

基 本 目 標 基 本 的 方 向

既存の産業を維持するとともに、本市の特性を活かした新しい雇用創出を図る

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

印西市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

印西市

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 5
差異　（a-b）

実績←→ 推計

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

94
97

88

90
85

40

60

80

100

120

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ⑥白井市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

①

②

①

②

①

②

②交付金 （交付予定額：千円）

加速化

加速化

上乗せ 育苗センター事業

推進① しろいの梨ブランド化推進事業

しろいの魅力発信

交流の拠点づくり

チャレンジできる環境づくり

市民力・地域力を発揮する地域拠点づくり

安心な暮らしを支える環境づくり

魅力ある農業の推進

しろい工業団地ＰＲ・地方創生活性化事業

障がい者等の農を活かした就労支援事業

基 本 目 標 施　 策

多世代近居の推進

安心して楽しく子育てできる環境づくり

子どもの力を育む環境づくり

若い世代が定住するまちづくり　～子育て応援します～

人を魅了するまちづくり　～魅せる しろいの魅力をカタチにして～

産業が活力を生み出すまちづくり　～農業を中心に成長する産業を～

住み続けたいまちづくり　～市民みんなが生き生きと～

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

白井市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

白井市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 1
社人研推計 ▲ 4
差異　（a-b）

実績←→ 推計

63 62
60

62

57

40

50

60

70

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ⑦富里市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

④

⑤

②交付金 （交付予定額：千円）

推進① 「旧岩崎家末廣別邸」を核とした教育・文化・観光・産業の一体化によるまちづくり事業～旧岩崎家ゆかりの地を繋いで～

子育て支援センターから発信する『英語教育が盛んなまちづくり』事業加速化

上乗せ 成田空港圏観光振興連携事業　〔広域連携〕

上乗せ みんなでまちづくり推進プロデュース事業

人と緑が調和し、安心して暮らせるまちづくり

地域力でもてなす観光の振興

基 本 目 標 施　　策

魅力ある農業の推進

活力を呼び込み、活気ある商工業の振興

誰もが働ける、働き続けられる就業環境づくり

「働きたい」「住みたい」がかなうまちづくり

人が集まる魅力あふれるまちづくり

地域文化の継承

活力を呼び込む交流基盤の整備

妊娠、出産、子育て支援の充実

市民を守る防災・消防救急体制の充実

結婚支援

安心できる地域社会の仕組みづくり

分野や地域を超えた連携の確立

次代を担う子どもを育む学校教育・幼児教育の推進

市民等と行政の協働の仕組みづくり

活力ある充実した生活を支える健康づくりの推進

「結婚・出産・子育ての希望」がかなうまちづくり

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

富里市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

富里市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 10
差異　（a-b）

実績←→ 推計

4951

50

41

20

40

60

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ⑧山武市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

①

②

①

②

①

②

②交付金 （交付予定額：千円）

基 本 目 標 施　　策

オリンピック・パラリンピックを契機とした交流プログラムやスポーツツーリズムの振興等による
地域の魅力創造

「小さな拠点」を形成する地域コミュニティの担い手育成

幼児期から一貫した英語教育によるグローバル人材の育成

地域の魅力と誇り創生 　［シティプライド］

グローバル人材を育てる力の創生　[教育]

スリランカ等との国際交流機会の増大によるグローバル人材の育成

松尾高校SGHと連携した世界的な高齢者福祉モデル地区とするための人材育成の支援出産・子育て支援及び高齢者福祉の担い手を育てる力の
創生　[医療・福祉]

地域経済を育てる力の創生　[産業、成田空港経済圏]

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕加速化

上乗せ 成田空港圏観光振興連携事業　〔広域連携〕

推進① 成田空港南側圏グローカル人材育成事業

エコノミックガーデニングによる市内中小企業・小規模事業者の育成

安心して子育てできる環境づくりと産科医をはじめとする地域医療を支える人材の育成・確保

地域間連携を通じた成田空港経済圏の形成

加速化 山武市グローカル人材育成プラットフォーム形成事業

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

山武市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

山武市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 13
社人研推計 ▲ 17
差異　（a-b）

実績←→ 推計
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◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ⑨酒々井町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

②交付金 （交付予定額：千円）

推進① 日本で一番古い町「酒々井」のひとまちづくり

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地
域を連携する酒々井づくり

東北地方に受け継がれる祭事（相馬野馬追等）のルーツとなった「牧場（馬牧）」の歴史を活かした地方創生加速化

推進① 100年安心して住めるまちづくり

“ふるさと酒々井”郷土愛の醸成づくり

中心市街地と連携した一体型医療・高齢者生活支援の拠点づくり

子どもから高齢者まで誰もが健康で生きがいをもてるまちづくり

子どもから高齢者まで誰もが安全・安心にくらせるまちづくり

地方への新しい人の流れをつくる酒々井づくり

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる酒々井づくり

基 本 目 標 基 本 的 方 向

町南東部を中心とした魅力ある雇用の場づくり

高品質なコンパクトシティを活かしたまちづくり

成田国際空港を活かしたまちづくり

地方における安定した雇用を創出する酒々井づくり

酒の井をシンボルとした酒々井の歴史・里山・里沼を活かした交流支援の拠点づくり

世界中から人々が集う酒々井づくり

子どもから高齢者まで「いつでも」「どこでも」「誰でも」学び育てるひと・まちづくり

岩橋保育園を中心とした一貫した子育て支援の拠点づくり

安心して産み育てることのできる酒々井づくり

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

酒々井町

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

酒々井町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 2
社人研推計 ▲ 4
差異　（a-b）

実績←→ 推計

21
19

21

21

17

0

10

20

30

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち

136



（３）成田空港周辺・印旛地域

 ⑩栄町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

Ⅰ　成田空港に近いことから多くの外国人観光客が日本を体験できる栄町づくり

① 外国人観光客が日本を堪能できるようにする ②

③ 外国人への情報発信を強化する

Ⅱ　若者が暮らしやすく、働きやすい栄町づくり

① 転入者の増加対策の充実 ②

③ 雇用の増大 ④

⑤ 通勤・通学時の交通利便性の向上 ⑥

① 結婚機会の増加(町内未婚者の減少） ②

③ 出産から子育てまでの相談の充実 ④

⑤ 子育て情報の発信の充実 ⑥

① 新規就農者の増加対策の充実 ②

③ 町の特産物６次産業化 ④

⑤ 空き店舗が活用されるような条件整備 ⑥

⑦ 住民が就職しやすい仕組みづくり

①
イメージアップ・魅力づくり（駅前「芸術ひろば」づく
り）

②

③ 駅周辺地域への人口誘導と居住スペースの拡大 ④

②交付金 （交付予定額：千円）

推進① 安食駅前町民総活躍ステージ整備事業

推進① 黒大豆による地域経済活性化事業

安食駅を中心とした賑わいがあり暮らしやすい
栄町づくり
～コンパクトシティ化に向けて～

安食駅前町民総活躍ステージ整備事業

どら黒豆による地域経済活性化事業

加速化

加速化

上乗せ 成田空港圏観光振興連携事業　〔広域連携〕

駅周辺の飲食店を中心とした商業の誘致

駅機能の向上

施　　策

基本目標 施　　策

外国人が房総のむらに来やすくする

基本目標

成田空港に近いことから多くの外国人観光客が
日本を体験できる栄町づくり

小学生の放課後支援の充実

観光客の増加に向けて

起業しやすい環境づくり

工場が立地・増設しやすい環境づくり

子育て支援の充実

魅力ある安食駅づくり

若者が集うイベントの開催

出産しやすい環境の整備(出生率の向上）

子育てしやすい環境の整備(子育て支援の充実）

産業が活性化し、地元にいながら就職しやすい
栄町づくり

～若者の地元雇用増加に向けて～

多くの若者が転入したいと思う栄町づくり

～自治体消滅度県内№1の克服～

子育てがしやすい栄町づくり

～若い女性減少率県内№1の克服～

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

栄町

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

栄町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 5
社人研推計 ▲ 8
差異　（a-b）

実績←→ 推計
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◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ⑪神崎町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。

ひ
　
と

ま
　
ち

し
ご
と

①総合戦略

① 移住・定住の支援

② 観光の振興

③ 自治体連携の推進

① 出会い・結婚支援の充実

② 子育て支援の充実

③ 未来をつくる教育・文化・スポーツの推進

④ 若者定住支援の充実

① 農業の振興

② 商工業の振興

① 小さな拠点づくりの推進

② 防災体制の充実

③ 道路・公共交通体系の充実

④ 健康増進事業の推進

②交付金 （交付予定額：千円）

安全・安心に暮らす“未来”を醸す

若い世代の夢かなう“未来”を醸す

“しごと”を醸す

基 本 目 標 施　　策

人々が新たに集う“まち”を醸す

圏央道北東エリア連携・交流軸形成事業　〔広域連携〕加速化

上乗せ 成田空港圏観光振興連携事業　〔広域連携〕

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と 神崎町

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 1
社人研推計 ▲ 2
差異　（a-b）

実績←→ 推計

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定
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（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

神崎町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ⑫多古町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。

ひ
　
と

ま
　
ち

し
ご
と

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

多古町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 4
社人研推計 ▲ 5
差異　（a-b）

実績←→ 推計
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◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

①

②

③

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

②交付金 （交付予定額：千円）

成田空港圏観光振興連携事業　〔広域連携〕

基 本 目 標

多古町に合った新たな雇用の場を創出する

若い世代が多古町で結婚・子育てしやすい環境をつくる

多古町の魅力を高め、定住・移住・Uターンを促進する

若い世代の転入を促す住宅支援

子育てサービスの充実と育てやすさのPRの強化

結婚を後押しする出会いの場創出

重 点 施 策

基幹産業としての農業の強化

地元企業への支援強化

成田空港に近い立地を活かせる業種・業態の誘致

通学・通勤圏の拡大

地域の支え合い活動の促進

子どもの時からの健康づくり

加速化② 「世界から一番近い日本の田舎たこまち」の魅力発信を通じた農業・観光連携＆定住促進プロジェクト

食・観光のPR強化

ふるさと意識の醸成

成田空港への近さ・住みやすさPR

特色ある教育の推進

高齢者の活動の場の提供

上乗せ

高齢者が元気に暮らせる仕組みを整える

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

多古町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ⑬芝山町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。

ひ
　
と

ま
　
ち

し
ご
と

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

芝山町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 2
社人研推計 ▲ 2
差異　（a-b）

実績←→ 推計

8

6

8

7

5

0

5

10

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

しごとの創生

① 若者・UIJターン雇用対策の推進 ②

③ すべての人が活躍できる社会の実現

人を育てる

① 新ビジネス創出支援 ②

ひとの流れづくり

① 地域資源を活用した観光振興・スポーツ振興 ②

③ 町への移住･定住の促進 ④

⑤ オリンピック・パラリンピック支援 ⑥

⑦ 空き家対策の推進 ⑧

新たな世代への橋渡し

① 結婚・出産・子育てへの切れ目のない支援 ②

　幸せ感向上に向けたまちづくり

① 防災の強化と住民主体の地域防災組織の育成 ②

③ 「小さな拠点」の形成 ④

②交付金 （交付予定額：千円）

多様な情報発信力強化

NPO、大学等との交流促進

公共施設、公的不動産の利活用

交通アクセス向上

安定した雇用を創出する

基本目標 施　　策

就農支援、農業競争力強化

女性の活躍推進

新しいひとの流れをつくる

スポーツツーリズムDMO構築による新たな産業創出と地域の魅力向上加速化

上乗せ 成田空港圏観光振興連携事業　〔広域連携〕

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る

特色ある学校教育の推進

ふるさとに対する誇りを高める施策の推進

成田空港の機能強化、圏央道整備の推進及び
自治体連携

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

芝山町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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（３）成田空港周辺・印旛地域

 ⑭横芝光町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① 横芝光町の基幹産業である農業の強化 ②

③
遊休公共用地の有効活用による観光産業化と雇
用の創出

④

⑤ 特産品販路の新たな試み

① 町外からの移住受入れの強化 ②

③ 若い世代に魅力のある住宅地づくり ④

① 若い世代の出会いの場づくり ②

③ 妊娠から子育て期にわたる切れ目のない支援 ④

⑤ ワークライフバランスの充実

① 町内・町外の交通アクセスの充実 ②

③ 公共施設の統廃合と公共資産経営の強化 ④

⑤ 空き地・空き家対策 ⑥

⑦ 災害時における子育て世帯のサポート ⑧

⑨ 自治体連携による総合戦略の推進

① 交流や賑わいの拠点開発 ②

③ マスコットキャラクター「よこぴー」の活用 ④

⑤ 地域資源を活用した「ひと」「もの」の流れの向上

②交付金 （交付予定額：千円）

横芝光町へ新しい人の流れをつくる

基本目標 施　　策

新しい産業づくりによる雇用の拡大

町内の雇用や起業の促進

産業を振興し安定した雇用を創出する

積極的な町の魅力発信による認知度の向上

拠点大学や地元高等学校との連携

観光情報の発信

教育振興と子育ての連携

横芝駅前広場の活用

公共施設の利用率向上

時代に合った便利な行政サービスの実現

町の核となる人材の育成

特産品を活用した観光客の増加

子育てに係る経済的支援若い世代の結婚、出産、子育ての希望をかなえ
る

時代に合った町をつくり広域連携を強化する

推進① 暮らしたいまち横芝光町創生プロジェクト

地域の魅力を最大限に活用し町を活性化する

「人材から人財へ」町の資源を活用した雇用と人材活性化事業加速化

上乗せ 成田空港圏観光振興連携事業　〔広域連携〕

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

横芝光町

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

横芝光町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 7
差異　（a-b）

実績←→ 推計
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人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ①松戸市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

松戸市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と 松戸市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 71
差異　（a-b）

実績←→ 推計

486
490

484

486

414

360

400

440

480

520

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

①

②

③

①

②

①

①

②

②交付金 （交付予定額：千円）

加速化

コンテンツ産業振興事業

誰もが創造的に働くためのフューチャーセンター事業

基 本 目 標 施　策

誰もが輝き、安心して結婚、出産、子育てができるまち

主体的、創造的に子どもが育つまち

暮らしている人や訪れる人が日常的に歴史・文化を感じられるまち

 子育て・教育・文化を軸とした都市ブランドづくり

推進① 松戸市介護人材育成のための事業

高齢者がいつまでも元気に暮らせるまちづくり

上乗せ 松戸市介護人材育成のための事業

上乗せ コンテンツ産業振興事業

高齢になっても健康で暮らすことができるまち

 医療や介護が必要になっても安心して暮らすことができるまち

 賑わいのあるまち

自分らしく働き、家庭ももてるまち

稼ぐ力をもてるまち

まちが再生し、賑わいのあるまちづくり

経済が活性化し、安心して働けるようになるまちづくり

加速化

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（４）常磐・つくばエクスプレス沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ②野田市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

野田市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

野田市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 4
社人研推計 ▲ 19

▲ 1差異　（a-b）

実績←→ 推計
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◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

②交付金 （交付予定額：千円）

協働によるまちづくりの推進

情報発信・共有の充実

人権尊重・男女共同参画社会の推進

生涯学習や郷土愛を育む学習の推進

国際交流の推進

防犯・防災対策の推進

安全で快適な都市基盤の整備

公共交通の充実

安全で利便性の高い快適な都市

生き生きと健やかに暮らせる都市

豊かな心と個性を育む都市

基 本 目 標 基 本 方 針

自然環境の保全・再生・利活用の推進

循環型社会の推進

自然環境と調和するうるおいのある都市

生活環境の整備

支え合いによる福祉のまちづくりの推進

子どもの健全育成と子育て環境の充実

健康づくりの推進と地域医療の充実

質の高い学校教育の実現

市民がふれあい協働する都市

活力とにぎわいに満ちた都市

推進① 新規就農支援事業

地域産業の振興

観光・イベントの振興

利根川・江戸川の魅力を活用したDMO観光地域づくりの連携事業　〔広域連携〕加速化

定住の促進

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（４）常磐・つくばエクスプレス沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち

※パターン４
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 ③柏市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

柏市

①総合戦略

①

②

①

②

①

②

①

②

②交付金 （交付予定額：千円）

加速化② 農業と観光を融合した「体験のまちづくり」推進事業

基 本 目 標

戦略的な企業誘致と生産・販売力の向上

地域で支える持続可能な農業づくり

多様な主体によるまちづくりの推進・連携

安全安心、便利で暮らしやすいまちづくり

基 本 的 方 向

都市部・郊外それぞれの地域資源を活用した賑わいの創出

新たな魅力を持った中心市街地の実現

子供の育ちと学びを支える体制の充実

子育て関連施設の充実

柏市への新しい人の流れをつくる

柏市の若い世代の出産・子育ての希望をかなえる

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕加速化

柏市の産業を活性化し、安定した雇用を創出する

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地
域を連携する

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

柏市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 10
差異　（a-b）

実績←→ 推計

416

404 409
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370
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2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（４）常磐・つくばエクスプレス沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ④流山市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

流山市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

流山市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 20
差異　（a-b）

実績←→ 推計
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人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

① 個性を生かす教育環境の基盤充実 ②

③ 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり ④

⑤ 誰もが安心して利用できる社会サービス体制づくり

① 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり ②

③ 地域で支える福祉のまちづくり ④

⑤ 誰もが安心して利用できる社会サービス体制づくり

①
生態系に配慮した公園・緑地・水辺等空間の整備・
管理

②

③ 土地利用・生活環境に配慮した道路整備 ④

⑤ 日常生活での安全性と快適性の確保 ⑥

⑦ 商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化 ⑧

⑨ 誰もが安心して働ける環境・基盤づくり ⑩

⑪ 特色ある観光の育成と創設 ⑫

⑬ 地方分権・広域行政への取組

②交付金

なし

 「母になるなら、流山市。」「父になるなら、
流山市。」のまちづくりを進めます

 「地域ぐるみの支え合いでつくる元気で生
き生き安心 流山」のまちづくりを進めます

基 本 目 標 主　な　施　策

「都心から一番近い森のまち」のまちづくり
を進めます

次代を担う青少年を育てる地域環境づくり

健康で明るい暮らしづくり

健康で明るい暮らしづくり

　バリアフリーのまちづくり

国際社会への対応

工業の強化と新たな産業の創造

多様な方面からの農業の振興

市民参加の地域社会づくり

地域特性に合った良好な市街地整備

自然災害・都市災害への備えと予防

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（４）常磐・つくばエクスプレス沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑤我孫子市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① 地元企業への持続的な支援と雇用の安定化

② 産業の振興・創業支援と企業誘致の促進

③ 地域農業の担い手となる経営体の育成強化による農業の振興

① 我孫子の魅力を活かした定住の促進

② 大学・企業との連携強化

③ 地域資源を活かした観光振興による交流人口の増加

① 結婚・妊娠・出産・子育てまでの継続的支援

② 子育て世帯への支援の充実

③ 安心して学べる教育環境づくり

① 健康づくりの推進

② 生活環境の充実

③ 行財政運営の効率化

④ 地域力の向上

②交付金 （交付予定額：千円）

基 本 目 標 基　本　的　方　向

あびこを支える産業を応援し、いつでも働けるまちづくり

あびこにずっと安心して住み続けられるまちづくり

手賀沼・手賀川エリアの新たな「水辺のライフスタイル（てがてがＤＭＯ）」推進事業加速化

あびこの魅力があふれ、にぎわいを生むまちづくり

あびこで子どもを産み、育てたくなるまちづくり

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

我孫子市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

我孫子市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 24
社人研推計 ▲ 27

▲ 1差異　（a-b）

実績←→ 推計

129

106

134
130

103

80

100

120

140

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（４）常磐・つくばエクスプレス沿線地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ①銚子市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① 銚子漁港受入体制の整備 ②

③ 水産物の販路拡大 ④

⑤ 農産物の販路拡大・6次産業化の推進 ⑥

⑦ 畜産生産基盤の維持・拡大 ⑧

⑨ 創業(第二創業)の支援、企業・起業家の誘致 ⑩

⑪ 健康商品等の開発 ⑫

⑬ 医師の確保 ⑭

⑮ 自然(再生可能）エネルギー産業の誘致促進

① ふるさと学習の推進 ②

③ シティプロモーションの推進 ④

⑤ 観光プロモーションの推進 ⑥

⑦ 外国人観光客の誘致促進 ⑧

⑨ 「昭和ノスタルジーのまち」の推進 ⑩

⑪ 岬めぐりシャトルバスの運行支援 ⑫

⑬ 銚子芸術村の推進

① 少子化対策の啓発 ②

③ 市民の健康増進 ④

⑤ 地域包括ケアシステムの構築 ⑥

① 「キンメダイの町　外川」の創生 ②

③ 地域資源循環の仕組づくり(地域通貨の流通） ④

⑤ 公共交通網の再構築

②交付金 （交付予定額：千円）

まちの宝　子ども育成・高齢者健康活躍プロジェク
ト（ひとづくり） 教育環境の整備

犬吠先温泉を活用した商品開発

公共施設の再編

地域防災力の向上

スポーツツーリズムの推進

日本版CCRC構想の検討

大学による地(知)の拠点整備

子育てサービスの充実と利用者支援

「稼ぐ力」所得アップ産業創出プロジェクト（しごと
づくり）

郷土定着・移住促進プロジェクト（しごとづくり・ひと
づくり）

地域力・市民力応援プロジェクト（まちづくり）

基 本 目 標

銚子オリジナル産品の開発

観光地としての景観魅力の向上

漁業の6次産業化の推進

水産業の人材育成・確保

農畜産業の人材育成・確保

環境にやさしい土づくりの維持・拡大(緑肥栽培）

市内事業者の支援

具 体 的 施 策

看護職等の確保

銚子ジオパークの推進

移住・定住の促進

加速化

加速化

スポーツ合宿誘致を核とした「スポーツタウン」ブランディング事業

ＩCTを活用した地域通貨「すきくるスター」利用促進による地域力創出事業

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕

都会から手の届くちばの田舎暮らし・週末移住・定住体験事業　〔広域連携〕

加速化

加速化

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

銚子市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

銚子市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 19
社人研推計 ▲ 24
差異　（a-b）

実績←→ 推計

65

46

70

65

40

20

40

60

80

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち

※シナリオ①
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 ②館山市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

① ②

③ ④

⑤ ⑥

① ②

③ ④

⑤ ⑥ 出会い・婚活支援

⑦ ⑧

⑨

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫

②交付金 （交付予定額：千円）

推進① “海辺エリア”への人と資源の集約化によるまちづくり～コンパクトシティによるまちづくり～

雇用の需要と供給のマッチング強化

若者のアイデア・行動力を活かした地域活性化の推進

安全・安心なまちづくりの推進

地域を守るコミュニティの活性化

市民スポーツの振興

ふるさとへの誇りと愛着心をはぐくむ教育・事業の推進

館山の魅力向上に向けた環境整備

安心して妊娠・出産できる環境づくり

地域ではぐくむ教育環境の整備

医療・介護・福祉人材の確保支援

加速化

加速化

加速化

地域の宝“海”の魅力アップによる館山賑わい創出事業

基 本 目 標

マリンレジャー関連産業等の誘致

観光関連事業従事者の確保支援

施　　策

海の魅力を活かしたビジネスの起業・創業支援

水産業の振興

安心して楽しめる海の魅力の向上

オリンピック・パラリンピックのレガシー（遺産）を見据えた
まちづくり

海と暮らすライフスタイルの提供による移住・定住促進

海の魅力をテーマとした外国人観光客の誘致

個性豊かな海の魅力を活かした観光振興

海の魅力を活かしたシティセールス

食に関するビジネスの起業・創業支援

豊かな食の恵みを活かしたシティセールス

館山の安全・安心で恵まれた食材による食育と地産地消の促進

「食のまちづくり」による農水産業の魅力向上

農業の成長産業化支援

農業生産基盤の維持・保全

“海”の魅力に磨きをかける
～海の魅力アップ～

“食”の豊かさで人をひきつけ
る ～食の豊かさアップ～

“若者”の夢と希望をかなえる
～若者の元気アップ～

未来に誇れる“ふるさと愛”を
はぐくむ
～ふるさとへの誇りアップ～

人口５万人総活躍都市実現事業

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕

医療・介護環境の充実による健康長寿の促進

公共交通の確保・維持

官民・広域連携によるまちづくりの推進

チャレンジする若い起業者・創業者への支援強化

商業・工業の活性化によるまちの元気創造

若者の希望に応える雇用環境の創出

“子育てが楽しくなる”子育て支援の強化

シティプロモーションによる館山の魅力向上

「生きる力」と「郷土愛」の育成

公共施設等の計画的・効果的な利用

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

館山市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

館山市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 10
社人研推計 ▲ 12
差異　（a-b）

実績←→ 推計

47
37

49
47

35

20

30

40

50

60

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ③旭市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

旭市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

旭市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 10
社人研推計 ▲ 15
差異　（a-b）

実績←→ 推計

67 57

69
67

52

30

40

50

60

70

80

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

① 農水産業の振興 ②

③ 観光の振興 ④

① 保健の充実 ②

③ 子育て支援の充実 ④

⑤ 医療の充実 ⑥

⑦ 学校教育の充実 ⑧

⑨ 芸術文化の振興・伝統文化の保存 ⑩

⑪ 互いに認め合う社会の形成

① 定住の促進 ②

③ 安全で快適な道路の整備 ④

⑤ 公園の充実 ⑥

⑦ 公共交通網の整備 ⑧

⑨ 協働の促進 ⑩

① 地域包括ケアシステムの構築 ②

③ 震災からの復興と防災力の強化 ④

⑤ 消防力の強化 ⑥

⑦ 消費者の保護 ⑧

⑨ 自立のための財政の推進 ⑩

②交付金 （交付予定額：千円）

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕加速化

将来にわたって元気な地域をつくり、安全・安心で暮らしやすいまちづくり

資産マネジメント体制の確立

良好な生活環境の形成

良質な環境の保全

広報・広聴・情報公開の充実

行政経営の推進

高齢者福祉の充実

防犯対策の充実

交通安全対策の強化

スポーツの振興

交流の促進

安全・安心な水の供給

基 本 目 標

商工業の振興

雇用の確保

施　　策

魅力ある雇用を創出し、安心して働けるまちづくり

結婚・出産・子育ての希望がかない、誰もが生きがいを持てるまちづくり

ひとの定着・還流・移住の流れをつくり、人々が集うまちづくり

地域福祉の充実

障害福祉の充実

生涯学習の充実

青少年の健全育成

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ④勝浦市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

①

②

①

②

①

②

②交付金 （交付予定額：千円）

基 本 目 標 施　　策

地場産業の育成支援

地場産業の推進による地域のブランド化

企業誘致の強化・起業支援の強化

産業振興・企業誘致・就業支援による働く場の確保

観光産業の育成・支援

移住・定住の促進

婚活・妊活・出産・子育て支援

子育て支援施設及び学校の整備維持

地域づくりの支援

観光による交流人口の拡大、移住・定住の促進

子育て・教育環境の向上と充実

地域交流・地域振興の促進

加速化② かつうら観光まちづくりコンソーシアム整備事業

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕加速化

上乗せ ローカル鉄道沿線自治体（２市２町）連携によるロケ誘致事業　〔広域連携〕

地域交流・地域振興施設の整備

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

勝浦市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

勝浦市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 5
社人研推計 ▲ 6
差異　（a-b）

実績←→ 推計

20
15

21
19

13

5

10

15

20

25

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑤鴨川市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① 健康福祉産業の拡大 ①

② 農林水産・商工・観光業の連携促進 ②

③

④

⑤

① 高齢者の移住促進 ①

（鴨川版ＣＣＲＣ構想の推進）
②

② 観光プラットフォームの機能強化 ③

（鴨川版ＤＭＯの形成） ④

⑤

① 子育てのトータルサポート ①

② 鴨川の未来創生(人財育成） ②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤

②交付金 （交付予定額：千円）

加速化

推進① 海辺の魅力づくりを通じた交流まちづくり推進事業

ＵＪＩターンの促進

産学民官が一体となった戦略的・国際的な観光交流の促進

新たな観光交流の創出（スポーツツーリズムなど）

婚活、妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

ファシリティマネジメントの強化

ひとの流れ

～鴨川市への大きな人の流れを創る

結婚・出産・子育て

 ～次代を担う健やかな子どもたちを育む

地域づくり

～ 持続可能な地域社会を構築する

鴨川版ＣＣＲＣ推進事業

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕

加速化

新たな産業の育成、誘致

安心して暮らすことができる地域コミュニティの維持・再生

2020年オリンピック・パラリンピック東京大会の合宿誘致などを契機と
したユニバーサルデザインによるまちづくり

ライフステージに応じた健康づくりの促進

高齢者等が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができる
環境づくり（地域包括ケアの充実）

特色ある教育の推進

郷土への誇りと愛着の醸成（ふるさと教育の推進）

大学等教育機関及び地元企業等との連携による地域を支える人材の
育成・確保、地元定着の促進

元気な高齢者の移住促進

子ども・子育て支援環境の充実

子育てに係る経済的負担の軽減

基本目標 重点施策 基本的な施策

地域の強みを活かした“しごと”づくりと、充実した労働環境の創出

富の集積と域内循環のための戦略的な施策の展開

農商工連携等による農林水産業の振興と後継者の確保

交通アクセスの整備

しごとづくり

～鴨川市での安定した雇用を創出する

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と 鴨川市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

鴨川市

35

32

36
35

27

10

20

30

40

50

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 3
社人研推計 ▲ 8
差異　（a-b）

実績←→ 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑥南房総市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① 子育てに係る経済的な負担の緩和

② 共働き世帯への支援

③ 出産、育児の不安・負担を解消するためのきめ細やかな子育て支援

④ 若い世代を対象とした結婚観の意識醸成と出会いの機会づくり

⑤ 市役所や公共施設における子育てバリアフリーの推進

① 地域資源の更なる活用及び新産業の創出

② 起業、創業・第二創業支援

③ 企業・起業家・人材の誘致、IT産業の創出

④ 定量的な産業分析に基づく施策展開

① 子育て世代が移住して住み続けたいと思うまち

② 若い世代のチャレンジを応援するまち

③ 南房総市の知名度アップ

②交付金 （交付予定額：千円）

新しい人の流れをつくる

若者に魅力のあるしごとをつくる

基 本 目 標 基 本 的 な 方 向

安心して子どもを産み育てられる環境をつくる

南房総市地方創生プラットフォーム（ＤＭＯ）整備事業

南房総から創る“自分らしい”仕事と暮らしプロジェクト事業

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕

上乗せ みらいを繋ぐ南房総しごとづくり支援事業

上乗せ 産学協働地域活力創造事業　知識と産業で地域の夢を咲かせる「知産地咲プロジェクト」

都会から手の届くちばの田舎暮らし・週末移住・定住体験事業　〔広域連携〕

加速化

加速化

加速化

加速化

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

南房総市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と 南房総市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 9
社人研推計 ▲ 15
差異　（a-b）

実績←→ 推計

39
30

42
39

25

10

20

30

40

50

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑦匝瑳市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

匝瑳市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

匝瑳市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 9
社人研推計 ▲ 12
差異　（a-b）

実績←→ 推計

38
29

40
37

26

10

20

30

40

50

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

農林水産業の活性化

① 「日本有数の植木のまち」の推進 ②

③ 農業の企業経営化の推進 ④

⑤ 生産基盤の強化と施設などの保全管理 ⑥

産業振興および産業間連携の推進

① 地域外からの企業誘致の推進 ②

③ 若者の就労支援 ④

⑤ 効果的な観光情報の発信 ⑥

定住人口の増加

① 定住・移住人口の確保 ②

③ 生涯活躍のまちづくり

結婚・出産・子育てへの支援の充実

① 子育て世代のコミュニケーションの充実 ②

③ 子どもたちの遊び場の確保 ④

⑤ 婚活支援の充実

地域と多様な連携による施策創出

① 多様な主体による連携・協働の促進 ②

③ 都市と農村の交流の推進

②交付金 （交付予定額：千円）

基本目標

起業支援の推進

施　　策

新規就農者の確保

６次産業化の推進

高校生のまちづくりへの参加

耕作放棄地の発生防止・解消

ブランド化の推進

中小企業の経営基盤強化

子育て世代の負担軽減

出産しやすい環境づくり

～そうさ！！匝瑳で暮らそう～

匝瑳市への定住促進を進める

～そうさ！！匝瑳で働こう～

地域における若者の雇用を創出する

～そうさ！！匝瑳で育てよう～

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕

加速化

加速化

加速化

若い世代の結婚・出産・子育ての希望を満たす

～そうさ！！匝瑳でつながろう～

地域との多様な連携を進める

世界に羽ばたけ！匝瑳の植木展開事業

匝瑳市版CCRC構想策定等事業(飯倉地区)

交流人口の増加

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑧香取市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

79

63

83

78

52

30

50

70

90

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

香取市

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と 香取市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 16
社人研推計 ▲ 26
差異　（a-b）

実績←→ 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

①

②

③

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

②交付金 （交付予定額：千円）

住環境面からの定住・移住推進体制の整備

公共施設ストックマネジメントの強化

特色ある学校教育の推進

観光資源の連携による回遊性の向上及び中心市街地の活性化

新たな都市と農村交流の潮流を創出

子育て家庭への経済的負担の軽減

出生率・婚姻率の向上

地域における子育て支援体制の充実

保健機能の充実

市民協働による地域づくり

基 本 目 標 施　　策

活力に満ち、魅力ある農林畜産業を実現するまち

企業誘致や創業等への支援

中小企業の活性化支援や商業団体の育成、支援

高齢者の健康長寿に向けた取り組み

地域間交流と近隣自治体等との連携

歴史と文化を活かしたまちづくり

公共交通の利便性の向上

ごみ処理体制の充実

再生可能エネルギーの利活用

小中学校の再編及び施設整備

安心で安全なまちづくり

上乗せ 成田空港圏観光振興連携事業　〔広域連携〕

上乗せ 水郷佐原観光人材育成事業

地域における安定した雇用を創出

定住と香取市への交流・移住を促進

若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる環境の整備

時代にあった地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域と地域の連携を促進

加速化② 食と観光のストーリー化と地域連携組織（ＤＭＯ）の創設事業

推進① 都市機能の集約と公共交通拠点の再構築

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕加速化

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑨いすみ市  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

①

②

①

②

③

①

②

③

①

②

③

④

⑤

②交付金 （交付予定額：千円）

交流人口の増加

「港の朝市」の定着と拡大

基 本 目 標 施　　策

農業及び漁業の振興

事業拡大・新規創業支援

農水産物のブランド化

地域経済循環を拡大しての雇用の創出

地域資源の価値を再認識しての地域所得の向上

安心なくらしの確保

子育て支援

都市通勤圏にある自然豊かな地域性を生かしての人口減対策

サーフィンを通じた地域の魅力向上

移住・定住の促進

高齢者支援

情報発信力の強化と効果的な発信

農水産物オーナー制度の実施と拡大

ロケ誘致による地域の魅力発信と地域の魅力の再認識

豊かな自然環境、子育て支援の充実を発信しての地域の魅力の向上

上乗せ ローカル鉄道沿線自治体（２市２町）連携によるロケ誘致事業　〔広域連携〕

上乗せ いすみブランド販路拡大のためのシェフ・料理人を対象とした現地商談会の開催

推進① 美食の街いすみ～サンセバスチャン化計画～

いすみの里海、里山の恵みを活かした「食のまち」プロジェクト

自然と共生する里づくり推進事業

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕

都会から手の届くちばの田舎暮らし・週末移住・定住体験事業　〔広域連携〕

加速化

加速化

加速化

加速化

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

いすみ市

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

いすみ市

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 12
差異　（a-b）

実績←→ 推計

39
29

41
39

27
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20

30

40

50

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑩東庄町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。

ひ
　
と

ま
　
ち

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

④

①

②

③

①

②

③

①

②

③

②交付金 （交付予定額：千円）

東庄町『食』のコミュニティ拠点創出事業加速化②

農業後継者の育成

公共施設の再活用による産業振興

公共交通の利便性向上

協働のまちづくりの推進

広域的な連携におけるまちづくり

住み続けたいまちづくりの実現

医療費の経済的負担の軽減

観光による交流人口の増加

子育て世代及び多世代交流の充実

UIJターンによる移住希望者への支援

特産品のブランド確立による経済活性化の推進

新しい人の流れの創出

産業振興による安定した雇用の創出

基 本 目 標

結婚・出産・子育て希望の実現

施　　 策

結婚希望者への出会いの場の創出

地域との協働による出産・子育て支援の充実

小中学生への学習意欲向上・生きる力の醸成支援

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

東庄町

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 4
社人研推計 ▲ 5
差異　（a-b）

実績←→ 推計
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2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

東庄町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑪九十九里町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① まちの魅力をアップする

② 生活環境を改善する

③ 交通環境を充実する

① 子育て環境を充実する

② 新たな九十九里の仲間を受け入れる

③ 新たな出会いを創出する

① 海辺の環境を活用する

② 交流を生み出す活動を展開する

③ 力強い産業づくりを支援する

②交付金 （交付予定額：千円）

基 本 目 標 重 点 課 題

住み続けたくなるまちづくり

九十九里地域観光復活化事業　〔広域連携〕加速化

生まれ育ち、地域を育むひとづくり

働きたくなる環境づくり

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

九十九里町

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

九十九里町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 5
社人研推計 ▲ 6
差異　（a-b）

実績←→ 推計

17
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11

0

10

20
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人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑫一宮町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。

ひ
　
と

ま
　
ち

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

②交付金 （交付予定額：千円）

一宮版サーフォノミクス推進事業加速化

上乗せ 産官学連携によるロボットプログラミング教室

シティープロモーション

雇用創出と事業創出

子育て支援と個性ある教育の推進

都市軸の整備

基 本 目 標 基 本 的 方 向

移住・定住

リピート率向上

滞在時間・回遊性増加

一宮サーフストリート構想

サーファー客数の増加

経済活性化

駅周辺の訪問者増

駅周辺の利便性・魅力向上

町の魅力を発見する

海岸と駅周辺の導線確保

職場の確保

研修制度や就農体験

持続可能な地場産業の創出

創業支援・人材育成

町内外に一宮の魅力を発信する

子どもの増加

地域の誇り、地域愛の醸成

子育て世帯が安心して子育てできる

町が一体となって子育て、教育に取り組んでいく

一宮町への訪問者の増加

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と 一宮町

12

1212 12

11

0
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20

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 0
社人研推計 ▲ 1

▲ 0差異　（a-b）

実績←→ 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

一宮町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち

※パターンＥ
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 ⑬睦沢町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。

ひ
　
と

ま
　
ち

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

①

②

①

②

①

②

③

④

②交付金 （交付予定額：千円）

推進① コンパクトシティ形成事業～ウェルネス＆スポーツツーリズム～

推進① 「上市場地区」再生事業

小さな拠点「むつざわスマートウェルネスタウン」形成事業

自治体ＰＰＳ「ＣＨＩＢＡむつざわエナジー」地産地消型エネルギー地域循環創出事業

加速化

加速化

上乗せ 小さな拠点「むつざわスマートウェルネスタウン」形成事業

時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する

少子化に対応した学校教育の適正・活性化と生涯学習の充実

誰もが健康で幸せに暮らし続けることのできる「健幸」まちづくりの推進

安全・安心な暮らしを守る持続可能なまちづくりの推進

仕事と子育てが両立できる環境づくり

小さな拠点形成「コンパクトビレッジ・プラス・ネットワーク」の構築

政 策 分 野 主 要 施 策

次世代につなぐ活力ある農業の再生と活性化

地域特性を活かした新たな産業・雇用の創出

農業と「道の駅」の連携による持続可能な生産・販売体制づくり

睦沢で暮らし続けることのできる安定した雇用を創出する

睦沢への新しいひとの流れをつくる

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

若い世代が暮らしたい・暮らし続けられる居住環境の創出

スポーツ・レクリエーションや豊かな自然を活かした観光・交流人口の拡大

安心して出産・育児ができる環境づくり

7 6

7
7

4

0

5

10

2010 15 20 25 30 35 40年

人口ビジョン

社人研推計

（千人） 推計

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

睦沢町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 2
社人研推計 ▲ 3
差異　（a-b）

実績←→ 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

睦沢町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑭長生村  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

ま
　
ち

ひ
　
と

し
ご
と

①総合戦略

① 基幹産業である農業による雇用 ①

② 雇用の確保・収入の安定化 ②

③ それぞれの人にあった多様な働き方づくり

① 長く健康に住み続けられるまち ①

② 帰ってきたいと思えるまち ② 緑を活かしたUターン促進プロジェクト

③ 訪れる人が多く、人が集うまち

① 結婚の支援 ①

② 子育て環境の充実・子育てしやすいまち ②

③ 教育環境の充実

① 観光により、人が訪れるまち ①

② 村の魅力の効果的な発信 ②

③ 生活環境として便利で活力のあるまち

②交付金 （交付予定額：千円）

八積駅を中心とした持続可能なまちづくり事業加速化

結婚・出産・子育て

住む魅力のあるまちづくり

八積駅を中心とした持続可能なまちづくりプロジェクト

MURA来ん（村婚）プロジェクト

長生スタイルの出産・子育てプロジェクト

長生の魅力を発信する観光振興プロジェクト

基本目標

長生の良さを創る農業振興プロジェクト

働きたいという要望に応える商工業支援プロジェクト

長生（ながいき）定住促進プロジェクト

働く：雇用

基本的方向性 プロジェクト

人々が集う：コミュニティ

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と 長生村

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 2
社人研推計 ▲ 3
差異　（a-b）

実績←→ 推計
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◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

長生村

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑮白子町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。

ひ
　
と

ま
　
ち

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

①

②

①

②

①

②

②交付金 （交付予定額：千円）

移住・定住促進に向けた「元気チャージ」白子町観光活性化事業

「農業・健康・食育」食の改革推進事業

加速化

加速化

住環境やインフラ整備による生活環境向上施策移住・定住等新しい人の流れ

結婚・出産・子育ての希望を叶える

これからの時代に合った地域づくり

発信し、PRするための施策(白子町ブランド化）

郷土への愛着・理解を育てる啓発・教育施策

未婚率減少施策（結婚推進施策）

出産・育児支援施策

生涯にわたり町民が健康で暮らせる町づくり施策

基 本 目 標 基 本 的 方 向

地域農業の安定経営支援施策

観光資源の連動による観光力強化施策

白子町内企業への就労支援

基幹産業の育成等による安定した雇用の創出

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

白子町

 

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 4
差異　（a-b）

実績←→ 推計
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◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

白子町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑯大多喜町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。

ひ
　
と

ま
　
ち

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

①

②

③

④

②交付金 （交付予定額：千円）

子育て支援策の充実

広域交通網の充実

基 本 目 標 基 本 的 方 向

多様な働く場の創出

地元就職・UIJターンの促進

特産品の開発・育成による経済活性化・働く場の創出

誰もが住宅を確保しやすい環境の整備

移住に至る各段階に応じた支援施策の展開

観光資源の磨き上げ

外国人観光客が訪れやすい観光地づくり

ライフステージに応じた切れ目のない支援

産業を活性化し、働く場を創る

「住みたい」・「訪れたい」と思う魅力を創る

小さな拠点事業（上総中野駅周辺）加速化

上乗せ ローカル鉄道沿線自治体（２市２町）連携によるロケ誘致事業　〔広域連携〕

広域連携の推進

子育てと仕事の両立支援

特色ある教育の展開

多世代交流・多機能型拠点の整備

地域公共交通の充実・再編

地域社会の再生

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

安心な暮らしを守り続ける

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

大多喜町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン ▲ 2
社人研推計 ▲ 4
差異　（a-b）

実績←→ 推計
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◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

大多喜町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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 ⑰御宿町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。

ひ
　
と

ま
　
ち

し
ご
と

①総合戦略

①

②

③

④

⑤

①

②

③

①

②

③

④

①

②

①

②

③

④

②交付金 （交付予定額：千円）

農・水産業の持続と6次産業化の推進

若者の移住・定住化を促進

豊かな自然環境の活用と生活環境づくり

地域産業の創生と雇用の拡大

移住促進と交流人口の増加

基 本 的 方 向

観光資源のネットワーク化と近隣自治体と連携した観光の魅力アップ

観光資源の発掘と時代のニーズに対応した取組み

商工業の振興と新たな取組みへの挑戦

ICT（情報通信技術）の充実による住居と職場、保養地の一体化

高齢者が安心して住み続けられる環境づくり

好循環を支えるまちづくり

基 本 目 標

安心して子育てできるまちづくり

御宿版CCRC構想の策定に係る検討・推進

予防施策の推進及び地域医療の充実

持続可能な地域公共交通の確保と利用促進

安全で効率的な公共施設運営

消防団員の確保や自主防災組織の活動支援

大学との連携による知の拠点づくり

安心して子供を産み育てることができる環境づくり

仕事と家庭の調和の実現

特色ある教育活動の充実と安全で安心な学校づくり

地域全体で支え育てる環境づくり

御宿海岸利活用事業

さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕

加速化

加速化

上乗せ ローカル鉄道沿線自治体〔２市２町〕連携によるロケ誘致事業　〔広域連携〕

上乗せ 御宿海岸利活用事業

生涯学習の推進と環境整備

加速化 生涯活躍のまち推進事業
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社人研推計

（千人） 推計

② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と 御宿町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 3
差異　（a-b）

実績←→ 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

御宿町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち

163



 ⑱鋸南町  人口ビジョン

 各種指標（経年変化状況）

　◆指標別評価一覧       ◆相関分析（他市町村との比較）

 総合戦略・交付金

待機児童率 病床数
高齢者施設

定員

地方税額
新築住宅

着工件数
地価上昇率

出産・

子育て
教育 健康・福祉

老後 愛着
自然・文化・

歴史

住環境 安心・安全 都市基盤

人口増減 社会増減 自然増減

若年人口

比率

老年人口

比率

合計特殊

出生率

婚姻率

事業所数 従業者数
有効求人

倍率

平均所得
製造品

出荷額等

年間商品販

売額（卸売）

年間商品販

売額（小売）
創業比率

観光入込

客数

※「まち」分野が定量のみの評価のため、参考評価とする。
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ち
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② ひと × しごと

ひ と

し
ご
と

鋸南町

◆合計特殊出生率

2010年 14年 30年 40年

実績←→ 設定

（千人）

2010年 15年 40年 増減

人口ビジョン

社人研推計 ▲ 3
差異　（a-b）

実績←→ 推計

 

◆「人口ビジョン」と「社人研推計」との差異◆将来人口推計

①総合戦略

①

②

③

④

①

②

③

①

②

③

①

②

③

②交付金 （交付予定額：千円）

ふるさとへの愛着を育む生涯学習の推進

自主防災組織の充実

結婚支援

子育て支援

集落営農の促進

移住促進相談窓口の設置

地域資源をつなぐ周遊ルートの整備

移住・定住のための基盤整備

福祉・医療の充実

基 本 目 標 重 点 施 策

道の駅保田小学校を中心とした産業振興

地域資源を活かした雇用創造

６次産業化と商工連携の促進

本町の特性を活かした産業振興と雇用創造

新しい人の流れをつくる

地域が連携するまちづくり

推進① こよう鋸南～廃校利用を核とした「人のつながりと健康のまちづくり」～

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

里海・里山・里愛きょなん体験発掘事業加速化②

加速化 さまざまな交通手段の連携による県内観光地へのアクセス強化・観光プロモーション事業　〔広域連携〕

母子保健支援

① ひと × まち

ま

ち

ひ と

鋸南町

総合評価 総合順位 位 ／ 43市町村

（５）銚子・九十九里・南房総地域

低 ひ と 高 低 ひ と 高

① ひと × まち ② ひと × しごと
高

し
ご
と

高

ま

ち
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分析結果一覧

県内 市町村について、以下の指標等（図表 ）を「まち」分野（定量要因６項

目＋定性要因９項目）、「ひと」分野（定量要因７項目）、「しごと」分野（定量要因９

項目）に分類したうえで評価を行った。

分野ごと、全項目の偏差値を平均したものを各分野の評価とし、「まち」「ひと」

「しごと」３分野の評価（偏差値）の平均値を「総合評価」とした。  
 

図表 分析に使用した指標等

 
  

分野 基 準 時 点 お よ び 設 問 内 容 使 用 デ ー タ

「10-12年の増減率」→「12-14年の増減率」

「14年の人口10万人あたり病床数」

「10-12年の増減率」→「12-14年の増減率」

「14年の65歳以上人口1万人あたり高齢者施設定員数」

「12-14年の地方税総額増減率」

「14年の１人あたり地方税額」

「10-13年の増減率」→「13-15年の増減率」

「13-15年の増減率」

「11-13年の増減率」→「13-15年の増減率」

「13-15年の増減率」

安心して出産・子育てができる

行政が子育て支援に力を入れている

子育てしながら働きやすい環境である

子育てで困ったときに頼れる人が近隣にいる

教育に熱心なまちである

教育水準が高い

魅力・特色ある教育が行われている

スポーツ活動が活発である

信頼できるかかりつけ医がいる

休日・夜間や緊急時にかかれる医療機関がある

医療・福祉施設が近くにあり、便利である

行政や住民の健康づくりに対する意識が高い

元気に活躍している高齢者が多い

高齢者や障害者が暮らしやすいまちである

介護が必要な人に対する行政の取組みが手厚い

地域住民が支え合って高齢者を見守っている

このまちが好きである

このまちに長く住み続けたいと思う

住民による市民参加が積極的に行われている

住民同士のコミュニティ活動が積極的に行われている

自然が豊かである

誇りにできる歴史・伝統・文化がある

地元に、おいしい食べ物や名産品がある

地域の行事（祭り・イベント等）が活発に行われている

市街地が整備されている

買い物など日常生活が便利である

多くの人で賑わう場所がある

落ち着きと安らぎがある

治安が良い

行政が防犯対策に積極的に取り組んでいる

自然災害が少ない

行政が防災対策に積極的に取り組んでいる

道路網が整備されている

上下水道が整備されている

魅力ある公園が整備されている

公共交通の利便性が良い

分 析 項 目

⑮ 都市基盤
Webアンケート
（今回と前回の比較）

定
性
要
因

ま
　
ち

定
量
要
因

① 待機児童率 「13-14年の待機児童率の変化」と「14-15年の待機児童率の変化」の平均 厚生労働省保育課調べ

⑬ 住　環　境
Webアンケート
（今回と前回の比較）

⑭ 安心・安全
Webアンケート
（今回と前回の比較）

⑪ 愛　　着
Webアンケート
（今回と前回の比較）

⑫ 自然・文化・歴史
Webアンケート
（今回と前回の比較）

⑩ 老　　後
Webアンケート
（今回と前回の比較）

⑥ 地価上昇率 千葉県地価調査（全用途平均）

⑦ 出産・子育て
Webアンケート
（今回と前回の比較）

⑧ 教　　育
Webアンケート
（今回と前回の比較）

新築住宅着工件数 千葉県建築着工統計調査

②
病床増減率

（人口10万人あたり）
千葉県衛生統計年報

③
高齢者施設定員増減率
（65歳以上人口1万人あたり）

千葉県衛生統計年報
千葉県年齢別・町丁字別人口

⑨ 健康・福祉
Webアンケート
（今回と前回の比較）

④
地方税額増減率
（人口１人あたり）

総務省市町村別決算状況調
千葉県毎月常住人口調査

⑤
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住民による市民参加が積極的に行われている
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⑮ 都市基盤
Webアンケート
（今回と前回の比較）

定
性
要
因

ま
　
ち

定
量
要
因

① 待機児童率 「13-14年の待機児童率の変化」と「14-15年の待機児童率の変化」の平均 厚生労働省保育課調べ
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（今回と前回の比較）

新築住宅着工件数 千葉県建築着工統計調査
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病床増減率

（人口10万人あたり）
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（65歳以上人口1万人あたり）

千葉県衛生統計年報
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⑨ 健康・福祉
Webアンケート
（今回と前回の比較）
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（人口１人あたり）
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千葉県毎月常住人口調査

⑤

 

 
 

〔ＷＥＢアンケート実施概要〕

○調査時期：平成 年 月 日（木）～７月 日（月）

○調査対象：千葉県内の住民（ ～ 歳） ※主な属性は図表 参照

○調査手法：インターネットを介したＷＥＢアンケート調査

○有効回答： 件

○設問内容：前年実施したＷＥＢアンケートと同じ設問。（図表 参照） 
  

分野 基 準 時 点 お よ び 設 問 内 容 使 用 デ ー タ
「12年4月-14年3月の増減率」→「14年4月-16年3月の増減率」

「14年4月-16年3月の増減率」

「12年4月-14年3月の増減率」→「14年4月-16年3月の増減率」

「14年4月-16年3月の増減率」

「12年4月-14年3月の増減率」→「14年4月-16年3月の増減率」

「14年4月-16年3月の増減率」

「12年の若年人口比率」→「15年の若年人口比率」

「15年の若年人口比率」

「12年の若年人口比率」→「15年の若年人口比率」

「15年の若年人口比率」

「12年の合計特殊出生率」→「14年の合計特殊出生率」

「14年の合計特殊出生率」

「12年の婚姻率」→「14年の婚姻率」

「14年の婚姻率」

「09-12年の増減率」→「12-14年の増減率」

「12-14年の増減率」

「09-12年の増減率」→「12-14年の増減率」

「12-14年の増減率」

「11-13年の増減率」→「13-15年の増減率」

「13-15年の増減率」

「11-13年の増減率」→「13-15年の増減率」

「13-15年の増減率」

「12-13年の増減率」→「13-14年の増減率」

「13-14年の増減率」

「07-12年の増減率」→「12-14年の増減率」

「12-14年の増減率」

「07-12年の増減率」→「12-14年の増減率」

「12-14年の増減率」

「10-12年の増減率」→「12-14年の増減率」

「12-14年の増減率」

分 析 項 目

⑨ 観光入込客数増減率 千葉県観光入込調査

⑦
年間商品販売額（小売）

増減率
経済産業省商業統計
総務省経済センサス活動調査

⑧ 創業比率 「09-12年の創業比率」
総務省事業所・企業統計調査
経済センサス基礎調査・活動調査

⑤ 製造品出荷額等増減率 千葉県工業統計調査

⑥
年間商品販売額（卸売）

増減率
経済産業省商業統計
総務省経済センサス活動調査

総務省経済センサス基礎調査
総務省経済センサス活動調査

③ 有効求人倍率増減率 千葉労働局

④ 平均所得増減率
総務省市町村税課税状況等の調
千葉県年齢別・町丁字別人口し

　
ご
　
と

定
量
要
因

① 事業所数増減率
総務省経済センサス基礎調査
総務省経済センサス活動調査

② 従業者数増減率

⑦ 婚姻率
千葉県衛生統計年報
（人口動態調査）

⑤

ひ
　
　
と

定
量
要
因

① 人口増減率 千葉県毎月常住人口調査

② 社会増減率 千葉県毎月常住人口調査

老年人口比率 千葉県年齢別・町丁字別人口

⑥ 合計特殊出生率 千葉県合計特殊出生率

③ 自然増減率 千葉県毎月常住人口調査

④ 若年人口比率 千葉県年齢別・町丁字別人口
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順位 順位 順位 順位

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長柄町

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

神崎町

多古町

芝山町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

東庄町

九十九里町

一宮町

睦沢町

長生村

白子町

大多喜町

御宿町

鋸南町

順位 順位 順位 順位

銚子・九十九里・南房総

成田空港周辺・印旛

常磐・ＴＸ沿線

東京湾岸

「ひと」分野 「しごと」分野
総合評価

（３分野平均）

アクアライン・圏央道沿線

地　域

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

地域別

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛

東
京
湾
岸

（１）総合評価

「まち」分野 「ひと」分野 「しごと」分野
総合評価

（３分野平均）

「まち」分野

〔凡例〕

55.0超

45.0～55.0

45.0未満

上位５先

その他

下位５先

評価（偏差値）

順　　位

（注） 総合評価は、Webアンケート回収数が一定に達せず、定性評価の対象外となった11町を除いて評価したもの。
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九十九里町

一宮町

睦沢町
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白子町

大多喜町

御宿町

鋸南町

順位 順位 順位 順位

銚子・九十九里・南房総

成田空港周辺・印旛

常磐・ＴＸ沿線

東京湾岸

「ひと」分野 「しごと」分野
総合評価

（３分野平均）

アクアライン・圏央道沿線

地　域

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

地域別

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛

東
京
湾
岸

（１）総合評価

「まち」分野 「ひと」分野 「しごと」分野
総合評価

（３分野平均）

「まち」分野

〔凡例〕

55.0超

45.0～55.0

45.0未満

上位５先

その他

下位５先

評価（偏差値）

順　　位

（注） 総合評価は、Webアンケート回収数が一定に達せず、定性評価の対象外となった11町を除いて評価したもの。

 

 

（２）「まち」分野（定量評価）
①定量 ②定量 ③定量 ④定量 ⑤定量 ⑥定量

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長柄町

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

神崎町

多古町

芝山町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

東庄町

九十九里町

一宮町

睦沢町

長生村

白子町

大多喜町

御宿町

鋸南町

①定量 ②定量 ③定量 ④定量 ⑤定量 ⑥定量

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位

銚子・九十九里・南房総

定量総合

（平均）

定量総合

（平均）

成田空港周辺・印旛

常磐・ＴＸ沿線

東京湾岸

アクアライン・圏央道沿線

地　域 待機児童率
病床数

増減率

高齢者施設

定員増減率

地方税額

増減率

新築住宅着工

件数増減率

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

地域別

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛

東
京
湾
岸

待機児童率
病床数

増減率

高齢者施設

定員増減率

地方税額

増減率

新築住宅着工

件数増減率

地価上昇率

増減率

地価上昇率

増減率
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　　 「まち」分野（定性評価）
⑦定性 ⑧定性 ⑨定性 ⑩定性 ⑪定性 ⑫定性

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長柄町

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

神崎町

多古町

芝山町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

東庄町

九十九里町

一宮町

睦沢町

長生村

白子町

大多喜町

御宿町

鋸南町

⑦定性 ⑧定性 ⑨定性 ⑩定性 ⑪定性 ⑫定性

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位

銚子・九十九里・南房総

成田空港周辺・印旛

常磐・ＴＸ沿線

東京湾岸

アクアライン・圏央道沿線

定性総合

（平均）
地　域 愛着

自然・文化・歴

史

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

地域別

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛

東
京
湾
岸

自然・文化・歴

史

定性総合

（平均）
出産・子育て 教育 健康・福祉 老後 愛着

出産・子育て 教育 健康・福祉 老後
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　　 「まち」分野（定性評価）
⑦定性 ⑧定性 ⑨定性 ⑩定性 ⑪定性 ⑫定性

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長柄町

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

神崎町

多古町

芝山町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

東庄町

九十九里町

一宮町

睦沢町

長生村

白子町

大多喜町

御宿町

鋸南町

⑦定性 ⑧定性 ⑨定性 ⑩定性 ⑪定性 ⑫定性

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位

銚子・九十九里・南房総

成田空港周辺・印旛

常磐・ＴＸ沿線

東京湾岸

アクアライン・圏央道沿線

定性総合

（平均）
地　域 愛着

自然・文化・歴

史

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

地域別

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛

東
京
湾
岸

自然・文化・歴

史

定性総合

（平均）
出産・子育て 教育 健康・福祉 老後 愛着

出産・子育て 教育 健康・福祉 老後

 

 　（定量・定性総合評価）
⑬定性 ⑭定性 ⑮定性

順位 順位 順位 （平均） 順位

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長柄町

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

神崎町

多古町

芝山町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

東庄町

九十九里町

一宮町

睦沢町

長生村

白子町

大多喜町

御宿町

鋸南町

⑬定性 ⑭定性 ⑮定性

順位 順位 順位 （平均） 順位

銚子・九十九里・南房総

常磐・ＴＸ沿線

成田空港周辺・印旛

アクアライン・圏央道沿線

東京湾岸

都市基盤 地　域
定量・定性総合

地域別

住環境 安心・安全

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

東
京
湾
岸

定量・定性総合
住環境 安心・安全 都市基盤
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（３）「ひと」分野
① ② ③ ④ ⑤ ⑥

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長柄町

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

神崎町

多古町

芝山町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

東庄町

九十九里町

一宮町

睦沢町

長生村

白子町

大多喜町

御宿町

鋸南町

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位

銚子・九十九里・南房総

成田空港周辺・印旛

常磐・ＴＸ沿線

東京湾岸

老年人口比率
合計特殊

出生率

アクアライン・圏央道沿線

総　合

（平均）

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛

東
京
湾
岸

合計特殊

出生率

総　合

（平均）
人口増減率 社会増減率 自然増減率 若年人口比率 老年人口比率

人口増減率 社会増減率 自然増減率 若年人口比率
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（３）「ひと」分野
① ② ③ ④ ⑤ ⑥

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長柄町

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

神崎町

多古町

芝山町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

東庄町

九十九里町

一宮町

睦沢町

長生村

白子町

大多喜町

御宿町

鋸南町

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位

銚子・九十九里・南房総

成田空港周辺・印旛

常磐・ＴＸ沿線

東京湾岸

老年人口比率
合計特殊

出生率

アクアライン・圏央道沿線

総　合

（平均）

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛

東
京
湾
岸

合計特殊

出生率

総　合

（平均）
人口増減率 社会増減率 自然増減率 若年人口比率 老年人口比率

人口増減率 社会増減率 自然増減率 若年人口比率

 

 

⑦

順位

⑦

順位
婚姻率

婚姻率
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（４）「しごと」分野
① ② ③ ④ ⑤ ⑥

順位 順位 順位 順位 順位 順位 （卸売）増減率 順位

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長柄町

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

神崎町

多古町

芝山町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

東庄町

九十九里町

一宮町

睦沢町

長生村

白子町

大多喜町

御宿町

鋸南町

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

順位 順位 順位 順位 順位 順位 （卸売）増減率 順位

銚子・九十九里・南房総

成田空港周辺・印旛

常磐・ＴＸ沿線

東京湾岸

有効求人倍率

増減率

平均所得

増減率

製造品出荷額

等増減率

事業所数

増減率

従業者数

増減率

アクアライン・圏央道沿線

総　合

（平均）

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

地域別

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛

東
京
湾
岸

平均所得

増減率

製造品出荷額

等増減率

事業所数

増減率

従業者数

増減率

有効求人倍率

増減率

総　合

（平均）

年間商品販売額
地　域

年間商品販売額
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（４）「しごと」分野
① ② ③ ④ ⑤ ⑥

順位 順位 順位 順位 順位 順位 （卸売）増減率 順位

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長柄町

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

神崎町

多古町

芝山町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

東庄町

九十九里町

一宮町

睦沢町

長生村

白子町

大多喜町

御宿町

鋸南町

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

順位 順位 順位 順位 順位 順位 （卸売）増減率 順位

銚子・九十九里・南房総

成田空港周辺・印旛

常磐・ＴＸ沿線

東京湾岸

有効求人倍率

増減率

平均所得

増減率

製造品出荷額

等増減率

事業所数

増減率

従業者数

増減率

アクアライン・圏央道沿線

総　合

（平均）

常
磐
・
Ｔ
Ｘ

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

地域別

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

成
田
空
港
周
辺
・
印
旛

東
京
湾
岸

平均所得

増減率

製造品出荷額

等増減率

事業所数

増減率

従業者数

増減率

有効求人倍率

増減率

総　合

（平均）

年間商品販売額
地　域

年間商品販売額

 

 

⑦ ⑧ ⑨

（小売）増減率 順位 順位 順位

⑦ ⑧ ⑨

（小売）増減率 順位 順位 順位

年間商品販売額

年間商品販売額

創業比率
観光入込客数

増減率

観光入込客数

増減率
創業比率
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図表 アンケート回答者の主な属性

  （単位：％）

男 女 18・19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 未婚 既婚

全　体

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

九十九里町

長生村

成
田
空
港
周
辺
・
圏
央
道

常
磐
・

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

東
京
湾
岸

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

自治体 回答数
性別 年齢 婚姻状況
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図表 アンケート回答者の主な属性

  （単位：％）

男 女 18・19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 未婚 既婚

全　体

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

九十九里町

長生村

成
田
空
港
周
辺
・
圏
央
道

常
磐
・

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

東
京
湾
岸

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

自治体 回答数
性別 年齢 婚姻状況

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：％） （単位：％）

会社

勤務
自営業

パート・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

公務員

等

専業

主婦
学生 無職 その他

単身

世帯

夫婦の

み世帯

二世代

家族

三世代

家族
その他

全　体

千葉市

市川市

船橋市

習志野市

八千代市

鎌ケ谷市

浦安市

木更津市

茂原市

東金市

市原市

君津市

富津市

袖ケ浦市

大網白里市

長南町

成田市

佐倉市

四街道市

八街市

印西市

白井市

富里市

山武市

酒々井町

栄町

横芝光町

松戸市

野田市

柏市

流山市

我孫子市

銚子市

館山市

旭市

勝浦市

鴨川市

南房総市

匝瑳市

香取市

いすみ市

九十九里町

長生村

成
田
空
港
周
辺
・
圏
央
道

常
磐
・

沿
線

銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総

職業 家族構成

東
京
湾
岸

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
沿
線

自治体
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２０１６年度 千葉銀行受託調査

続「千葉県創生」戦略プラン ～地方創生に向けた切れ目ない施策～

２０１６年９月

■調 査 株式会社 ちばぎん総合研究所 調査部

〒 千葉県千葉市美浜区中瀬

（電話）








